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Aを可換環とする。AがBuchsbaum環であるとは，`A(A/P )− e(P )がAの巴
系イデアルP の取り方によらず一定値を取るときをいう。但し，`A(M)でA-加群
M の長さ，e(P )で環Aの P に関する重複度を表す。Aのイデアル Iに対して，

Ĩ =
⋃
n≥0

(In+1 : In)

とおき，イデアル I の Ratliff-Rush閉包という。Ĩ は I を含む Aのイデアルであ
る。環AがNoether環で，イデアル Iが非零因子を少なくとも一つは含むと仮定
すると，包含関係 Ĩ ⊆ Iが成り立つ。但しここで Iは Iの整閉包を表す。
イデアル I の Rees代数R(I) =

⊕
n≥0 Inがいつ Buchsbaum環になるかを，イ

デアル IのRatliff-Rush閉包と整閉包の間の関係の中から解析し，2次元正則局所
環内で得られた次の一般論から 2変数多項式環内の単項式イデアルの中でR(I)が
Buchsbaum環となるようなものの存在を保証し，できる限り決定付けることを目
標とする。

定理 1. (A, m)を 2次元正則局所環とし，Iをm-準素イデアルとする。このとき次
の条件は同値である。

(1) RはBuchsbaum環であって，斉次極大イデアルMとは異なるRの任意の素
イデアル P について，RP は正規環である。

(2) RはBuchsbaum環であって，I = Ĩである。

(3) mI ⊆ Iであって，等式 II = I2が成り立つ。

Q = (a, b)がイデアル Iの reductionならば，次の条件を付け加えることができる。

(4) mI ⊆ Iであって，QI ⊆ I2である。
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